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Abstract This article aims to show patterns of processes of socio-economic 
changes in a rural village in Fiji as well as those of new strategies taken by 
some exceptional local people. It is analysed by means of comparing data 
collected in the same village in 2002 and 2019. Inculturation, which is 
generated from individual habitus and the practical sense, means that one 
interprets the significance of available resources newly appearing in the 
modernising circumstance in a field. It also means that he subjectively 
incorporates them to his own context. The legitimacy showing “what is the 
appropriate choice on an occasion” forms a shared system of values in the 
field. When a deviating practice obtains another legitimacy, then the 
practice, with the meaning of innovation, forms a creative arrangement of 
resources available in the field, called social organisation. We have to keep 
our eyes on not only the micro viewpoint from which the scenes of various 
practices on an occasion with disorder after the socio-economic impacts can 
be grasped, but the macro viewpoint from which a new form of social 
organisation in the field can be understood. With both viewpoints, then we 
can also analyse comprehensive processes in which the rural village has 




1. 本稿の目的、方法、および諸概念  
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調査地のＷ村は、スヴァから約 60km、ナイタシリ県内陸の山間地域に位置
し、2002 年当時の村の戸数は 28、人口は約 200 人である 3。  
 
1.3 概念  
本稿では、P.ブルデュー (P.Bourdieu)の「ハビトゥス (habitus)」概念を援用
するとともに、R.ファース (R.Firth)が提示した二つの概念、「インカルチュレ


































筆者は 2002 年と 2019 年に、フィジー共和国ナイタシリ県Ｗ村で調査を行っ
た。約 17 年間でＷ村に生じた環境変化の諸要因には「突発的・短期的」およ
び「漸次的・長期的」なインパクトがあったが、本稿では後者を扱う 1。  
Ｗ村ではこの 17 年間で各種インフラ整備が急速に進展し、新たな「モノ」
















1.2 調査地と方法  
本研究の調査地は、フィジー共和国ナイタシリ県 (Naitasiri Province)Ｗ村で
ある。筆者は博士論文 [Takahashi2005][髙橋 2008]執筆のため 2002 年 5 月か
ら 14 か月間同村に滞在し、参与観察やインタビューなどによる質的調査を行
った。また、2019 年 3 月 2 日から 3 月 12 日、および、2019 年 8 月 26 日から










約 89 万人 (2017 年 )であり、2007 年の人口に占める民族の内訳は、フィジー系
(57％ )、インド系 (38％ )、その他 (5％ )である。観光、砂糖、衣料が三大産業で
あり、2017 年の GDP は 50.61 億米ドルである 2。  
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2.1 近代化の諸相：新たに導入された「モノ」  
2002 年からの 17 年間でＷ村の社会生活は大きく変化したが、その要因の一
つは各種インフラ整備である。Ｗ村はスヴァから約 60 キロの山間部にある。
行程の大半は 1.5 車線の未舗装道路であり、2002 年当時のスヴァからの所要時
間は、乗用車で約 2 時間、バスで約 3～4 時間であった。道路インフラは脆弱
であり、雨季の洪水や土砂崩れ、橋の水没のため、道路はしばしば通行不能に
なった。  
しかし 2019 年現在、高速運転が可能な 2 車線完全舗装の高規格道路がＷ村
の約 2km 手前まで完成した。村からスヴァまでの所要時間は約半分に短縮され、
村人はスヴァへごく気軽に行けるようになった。また、2002 年当時にはサービ





屋の灯りはケロシンランプまたはベンジンランプに限られていた 18。  
しかし 2004 年に電気が開通し 19、すべての家屋に電球が灯るようになった。
2002 年当時、村人が所有する耐久消費財は、家具などを除けばせいぜいラジオ
程度であったが、2019 年の調査時には、冷蔵庫 (15 戸 )、洗濯機 (11 戸 )のほか、
テレビや DVD プレイヤーなどを所有する村人も多数存在した 20。いわば消費熱







を用いた商売」を実施している事例は、現時点では見当たらなかった 23。  
ろ、受容してきたものを変形させることも可能であったのである
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2.2 近代化の諸相：新たにもたらされた「状況」  
次に、Ｗ村の社会生活に新たに出現した「状況」についてみてみよう。  
村から 2km ほどのところに、公立の小中学校と高校がある。2002 年当時の
生徒たちは、Ｗ村を含む近隣の村々から徒歩で通学していた。しかし現在は、
2013 年に政府の方針で導入されたスクールトラックが利用可能である。一人当
たり片道 F￠80 が、政府からドライバーへ支払われる。  
2002 年当時、フィジーの総合大学は「USP (University of South Pacific)」
のみであった。しかし 2010 年に、「FIT (Fiji Institute of Technology)」など 6




ところが 2019 年の調査時は、Ｗ村から 10 人が大学に進学しているという。
この事実から、高等教育の重要性を認識する村人は増加しているといえる。  
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ような軌跡を描いてきた 36。  



























F$1.10-1.20/kg 程度、2019 年の買い付け業者への売値は F$1.20/kg であり、








かり、売値は F$1.20/kg である。一方新種は、収穫まで約 6～7 か月かかり、
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してほしいという要望であり、隣村の知人は快諾した。以来、村から農地まで
飲料水をわざわざ持参する必要がなくなった。  




3. 考察と今後の展望  
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共飲儀礼とタロ芋生産に付与された新たな価値とその諸実践－ [第 55 回経済社会学会
2019.9.7])。前者の分析は別稿で行う予定である。  
2 [外務省 HP(2019.8.2 閲覧 )]参照。  
3 Ｗ村の概要とライフスタイルについては [Takahashi2005: 79-127]参照。  
4 本稿では両者を併せて「実践」と呼ぶ。  
5 [ブルデュー 1988: 83]参照。  
6 [ブルデュー 1990a: 159-178]参照。  
7 筆者は「場の正統性」についてたびたび論じてきた [髙橋 2008: 58-59][髙橋 2009: 
251-257][髙橋 2016b: 58-59][髙橋 2017: 12-18]。  
8 ある局面における行為主体の慣習行動を無意識的に導く感覚を「実践感覚」と呼ぶ
[Bourdieu1980][Takahashi2005: 46-47]。  
9 現在の人類学では、ある種の進化主義を想起させるこの術語は一般的に使用されないが、
ここでは前世紀の議論を扱うためにあえて使用する。  
10 筆者はこの概念の有効性を論じている [Takahashi2000]。  




をちょろまかすのだ」 [Firth1959: 92]。  
13 「偏倚的実践」については、 [髙橋 2016]で詳細に分析している。  
14 [Firth1961: 86]参照。  
15 「革新」はもともとシュムペーターの概念 [シュムペーター 1977a: 180-182]だが、経済
学の枠外でも適用可能とする議論がある [坂本 1992: 305-306][髙橋 2016b: 68-69]。  





19 2002 年に筆者が滞在していた時、Ｗ村の電気工事が進行中であった。  
20 Ｗ村では 2019 年 3 月時点で、 2 人が自家用車を、 1 人がトラクターを所有している。
その他には、扇風機やオーディオセット、衛星放送が受信可能な薄型テレビなどを所有す
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る村人も少数いる。  
21 2002 年当時は、家電を扱う小売店の数も商品の種類も少なかった。 2019 年現在では、
都市部の大規模店舗で多種多様な商品が陳列されている。  
22 [Takahashi2005: 265]参照。  
23 2002 年に調査したスヴァ近郊の漁村である N 村では、Ｗ村に比べると近代化が進んで
いた。N 村では、冷凍庫を所有する村人が魚の冷凍保存のためのスペースを貸し出す商売
を行っていた [Takahashi2005: 134]。  
24 このケロシン式七輪は中国製で、村のほとんどの家庭に普及している。  
25 各種奨学金のほとんどは都市居住者によって占められている。県民向け奨学金もあるが、
村民の関心は低い。小学校のある教師は、村の多くの生徒が学校から逃げてしまう現状を
憂いていた [髙橋 2008: 142-143]。  
26 彼らは、主食となるタロ芋やキャッサヴァなどの根菜類のほか、山菜や果物を栽培する
が、主食以外は自家消費用である。  
27 フィジーの社会生活における基礎的な親族組織。  
28 専用の小屋を設置する場合もあれば、家屋の一角を用いて行う場合もある。都市部で購
入され、村でよく消費される財が商品となる。  
29 魚を含む非購入財で商売をすることはタブーとされる [髙橋 2017: 7-9]。  
30 フィジーでは「セヴセヴ (sevusevu)」という儀式を経ると、「あちら側」の文脈にいる
異者が「こちら側」である村の文脈に入ることになり、既存の親族関係を基にした社会組
織の中に置かれる。筆者は彼女の「息子」として位置づけられた [高橋 2008: 82-84]参照。 
31 タロ芋には数種類の品種があり、広くオセアニア地域で栽培されている [Pollock2017: 
268]。  
32 [Fiji Ministry of Agriculture2015b: 43]参照。  
33 2017 年のフィジーにおけるタロ芋収穫量は 42,985t であり、世界では 20 位である [fact 
fish HP(2019.10.22 閲覧 )]。また、フィジー農業省の統計では、2016 年のタロ芋の輸出量
は 5,806t であった。ちなみに 2016 年の農業輸出量は、 2015 年より大幅に減少したが、





35 [髙橋 2008: 24]参照。  
36 モセセが改心するまでのストーリーは 2002 年時点での聞き取り [髙橋 2008: 19]、農業
展開についてのストーリーは 2019 年 3 月調査における聞き取りによる。  





40 市は、Suva と Lautoka、町は、Ba、Nadi、Lami、Levuka、Nausori、Savusavu、Sigatoka、





発生せず、それは多くの場合一方的供与になる [髙橋 2008: 74-75][髙橋 2017: 5-7]。  





れる [髙橋 2016b: 65-70]。  
45 広く普及する袋入りインスタントヌードルは「マギーヌードル」である。この調理法は、
2002 年の時点ですでに普及していた。  
46 2019 年 3 月の聞き取りによる。  
 
47 例えば「hybrid taro」の栽培は、今では多数の村人が模倣している。  




50 茹でたタロ芋や、パック詰めされた弁当など。これらは 2002 年にはまったくみられな
い商品であった。  
51 2013 年に発効した新憲法の人権規定 [東 2013: 23]参照。  
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を行っていた [Takahashi2005: 134]。  
24 このケロシン式七輪は中国製で、村のほとんどの家庭に普及している。  
25 各種奨学金のほとんどは都市居住者によって占められている。県民向け奨学金もあるが、
村民の関心は低い。小学校のある教師は、村の多くの生徒が学校から逃げてしまう現状を
憂いていた [髙橋 2008: 142-143]。  
26 彼らは、主食となるタロ芋やキャッサヴァなどの根菜類のほか、山菜や果物を栽培する
が、主食以外は自家消費用である。  
27 フィジーの社会生活における基礎的な親族組織。  
28 専用の小屋を設置する場合もあれば、家屋の一角を用いて行う場合もある。都市部で購
入され、村でよく消費される財が商品となる。  
29 魚を含む非購入財で商売をすることはタブーとされる [髙橋 2017: 7-9]。  
30 フィジーでは「セヴセヴ (sevusevu)」という儀式を経ると、「あちら側」の文脈にいる
異者が「こちら側」である村の文脈に入ることになり、既存の親族関係を基にした社会組
織の中に置かれる。筆者は彼女の「息子」として位置づけられた [高橋 2008: 82-84]参照。 
31 タロ芋には数種類の品種があり、広くオセアニア地域で栽培されている [Pollock2017: 
268]。  
32 [Fiji Ministry of Agriculture2015b: 43]参照。  
33 2017 年のフィジーにおけるタロ芋収穫量は 42,985t であり、世界では 20 位である [fact 
fish HP(2019.10.22 閲覧 )]。また、フィジー農業省の統計では、2016 年のタロ芋の輸出量
は 5,806t であった。ちなみに 2016 年の農業輸出量は、 2015 年より大幅に減少したが、





35 [髙橋 2008: 24]参照。  
36 モセセが改心するまでのストーリーは 2002 年時点での聞き取り [髙橋 2008: 19]、農業
展開についてのストーリーは 2019 年 3 月調査における聞き取りによる。  





40 市は、Suva と Lautoka、町は、Ba、Nadi、Lami、Levuka、Nausori、Savusavu、Sigatoka、





発生せず、それは多くの場合一方的供与になる [髙橋 2008: 74-75][髙橋 2017: 5-7]。  





れる [髙橋 2016b: 65-70]。  
45 広く普及する袋入りインスタントヌードルは「マギーヌードル」である。この調理法は、
2002 年の時点ですでに普及していた。  
46 2019 年 3 月の聞き取りによる。  
 
47 例えば「hybrid taro」の栽培は、今では多数の村人が模倣している。  




50 茹でたタロ芋や、パック詰めされた弁当など。これらは 2002 年にはまったくみられな
い商品であった。  
51 2013 年に発効した新憲法の人権規定 [東 2013: 23]参照。  
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